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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．第66期第３四半期連結累計（会計）期間、第65期第３四半期連結会計期間及び第65期の潜在株式調整後１株

当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。第65期第３

四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失で

あり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

   

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 回次 
第65期

第３四半期 
連結累計期間 

第66期
第３四半期 
連結累計期間 

第65期
第３四半期 

連結会計期間 

第66期  
第３四半期 
連結会計期間 

第65期

会計期間 

自平成21年
４月１日 

至平成21年 
12月31日 

自平成22年
４月１日 

至平成22年 
12月31日 

自平成21年
10月１日 

至平成21年 
12月31日 

自平成22年 
10月１日 

至平成22年 
12月31日 

自平成21年
４月１日 

至平成22年 
３月31日 

売上高（千円）  6,119,946  7,348,176  2,085,454  2,596,563  8,911,518

経常利益又は経常損失（△） 

（千円） 
 △32,205  332,413  14,108  199,451  235,064

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（千円） 
 △9,889  211,530  17,164  119,326  187,733

純資産額（千円） － －  8,183,239  8,436,460  8,400,122

総資産額（千円） － －  12,221,578  12,377,709  12,471,123

１株当たり純資産額（円） － －  1,018.40  1,049.98  1,045.42

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は四半期純損失金額（△） 

（円） 

 △1.23  26.33  2.14  14.85  23.36

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －  －  －

自己資本比率（％） － －  67.0  68.2  67.4

営業活動によるキャッシュ・ 

フロー（千円） 
 363,055  656,033 － －  563,826

投資活動によるキャッシュ・ 

フロー（千円） 
 △54,337  △649,701 － －  △937,332

財務活動によるキャッシュ・ 

フロー（千円） 
 247,547  △489,556 － －  377,794

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円） 
－ －  2,433,762  1,385,084  1,881,134

従業員数（人） － －  349  338  349
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 当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。 

  

  

 当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

  

  

（注） 従業員数は就業人員であります。 

  

（注） 従業員数は就業人員であります。  

   

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況 平成22年12月31日現在

従業員数（人）  338

(2）提出会社の状況 平成22年12月31日現在

従業員数（人）  187
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（1）生産実績 

当第３四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。  

（注）記載金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

  

（2）商品仕入実績 

当第３四半期連結会計期間の商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）記載金額は仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

  

（3）受注状況 

当社グループ（当社及び連結子会社。以下同じ。）は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。 

  

（4）販売実績     

当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

（注）１．記載金額には消費税等は含まれておりません。 

   ２．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の

     総販売実績に対する割合は次のとおりであります。  

（注）記載金額は販売価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。  

第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

セグメントの名称 
当第３四半期連結会計期間
（自 平成22年10月１日 
至 平成22年12月31日） 

前年同四半期比（％）

ファインケミカル事業（千円）  983,799  －

難燃剤事業（千円）  641,354  －

ヘルスサポート事業（千円）  204,131  －

報告セグメント 合計（千円）  1,829,284  －

セグメントの名称 
当第３四半期連結会計期間
（自 平成22年10月１日 
至 平成22年12月31日） 

前年同四半期比（％）

ファインケミカル事業（千円）  511,342  －

難燃剤事業（千円）  66,242  －

ヘルスサポート事業（千円）  113,712  －

報告セグメント 合計（千円）  691,297  －

セグメントの名称 
当第３四半期連結会計期間
（自 平成22年10月１日 
至 平成22年12月31日） 

前年同四半期比（％） 

ファインケミカル事業（千円）  1,490,817  －

難燃剤事業（千円）  794,459  －

ヘルスサポート事業（千円）  311,286  －

報告セグメント 合計（千円）  2,596,563  －

相手先 

前第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日 

    至 平成21年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間
（自 平成22年10月１日 

    至 平成22年12月31日） 

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

第一工業製薬株式会社  219,655  10.5  280,939  10.8

中尾薬品株式会社  308,275  14.8  259,977  10.0
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 当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

  なお、重要事象等は存在しておりません。  

   

 当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。   

  

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。  

  

（1）業績の状況 

 当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、エコポイント制度などの景気対策効果や新興国の経済成長に

伴う生産や輸出が増加したことから、景気は緩やかに回復いたしました。一方では、円高やデフレ圧力が引続いて

いることから、先行き不透明感が一層強まっております。 

 化学業界においても同様に、厳しい経済環境が継続しております。 

 このような経済環境下、当社は、売上高が大きく伸びない中で、得意技術により市場需要に早期に対応する研究

開発に取り組み、また生産性向上やコスト削減も継続的に粘り強く実施してまいりました。 

 その結果、当第３四半期連結会計期間の当社グループの業績は、前年同四半期に比しては増収増益となり、売上

高は 百万円（前年同四半期比＋ 百万円、 ％増）、営業利益は 百万円（前年同四半期比＋ 百万

円）、経常利益は 百万円（前年同四半期比＋ 百万円）、四半期純利益は 百万円（前年同四半期比＋ 百

万円、 ％増）となりました。 

  

 各セグメントの業績は、次のとおりです。 

  

①ファインケミカル事業 

 ファインケミカル事業については、半導体関係向けの電子材料や機能性材料の需要が上向いたこと、医薬関連製

品は経済状況に左右されることなく堅調に推移したことから前年同四半期を上回りました。その結果、売上高は

百万円、セグメント利益は 百万円となりました。 

②難燃剤事業 

 難燃剤事業については、家電製品やＩＴ産業関連製品のプラスチック分野に使用される材料が、エコポイント制

度やアジア市場の活発な経済に支えられ前年同四半期を上回る需要となり、需要に応じた生産を続けていることか

ら順調に推移いたしました。その結果、売上高は 百万円、セグメント利益は 百万円となりました。 

③ヘルスサポート事業 

 ヘルスサポート事業については、人工透析用薬剤として使用される原材料の販売が主でありますが、国内需要は

ほぼ横ばいで推移しております。その結果、売上高は 百万円、セグメント利益は 百万円となりました。 

  

（2）資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて 百万円減少し、 百万円となりまし

た。これは主に流動資産は 百万円増加したものの、有形固定資産が減価償却により 百万円減少したことによ

るものであります。 

 負債は、前連結会計年度末に比べて 百万円減少し、 百万円となりました。これは主に流動負債は 百

万円増加したものの、長期借入金が返済により 百万円減少したことによるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べて 百万円の増加となり、 百万円となりました。これは主に利益剰余

金の増加によるものであります。 

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

2,596 511 24.5 179 179

199 185 119 102

595.2

1,490 238

794 108

311 41

93 12,377

144 259

129 3,941 171

258

36 8,436
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（3）キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は前四半期連結会計期間末に

比べて 百万円減少し、 百万円となりました。 

 当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加は、 百万円（前年第３四半期連結会計期間は

百万円の減少）となりました。 

 これは、仕入債務の増加等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は、 百万円（前年第３四半期連結会計期間は

百万円の減少）となりました。 

 これは、有形固定資産の取得等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結会計期間における財務活動による資金の減少は、 百万円（前年第３四半期連結会計期間は

百万円の増加）となりました。 

 これは、借入金の返済等によるものであります。 

  

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。  

  

（5）研究開発活動 

 当第３四半期連結会計期間における研究開発活動の金額は 百万円であります。 

 なお、当第３四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。  

69 1,385

176

80

80

192

163

178

77
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(1）主要な設備の状況 

 当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

  

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計

画はありません。 

  

第３【設備の状況】
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①【株式の総数】 

  

②【発行済株式】 

   

 該当事項はありません。 

   

 該当事項はありません。  

  

 該当事項はありません。 

   

  

      大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま 

     せん。  

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  23,200,000

計  23,200,000

種類 
第３四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成22年12月31日） 

提出日現在発行数（株）
（平成23年2月14日） 

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名 

内容

普通株式  8,625,000  8,625,000
東京証券取引所 

市場第二部 

単元株式数 

100株 

計  8,625,000    8,625,000 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額
（千円） 

資本金残高
（千円） 

資本準備金増
減額（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

 平成22年10月１日～ 

 平成22年12月31日  
 －  8,625,000  －  1,757,500  －  1,947,850

（６）【大株主の状況】
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   当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

  記載することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

  ります。  

  

①【発行済株式】 

  

②【自己株式等】 

（注）上記記載の自己株式数は平成22年９月30日現在の株主名簿に基づくものであり、平成22年12月31日現在の自己 

    株式数は590,096株であります。  

  

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

（注） 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。 

   

 前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

  

（７）【議決権の状況】

  平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 
普通株式 

 589,800
－ － 

完全議決権株式（その他） 
普通株式 

 8,011,200
 80,112 － 

単元未満株式 
普通株式 

 24,000
－ 

1単元（100株）未満

の株式 

発行済株式総数  8,625,000 － － 

総株主の議決権 －  80,112 － 

  平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

マナック株式会社 
広島県福山市箕沖町

92番地 
 589,800  －  589,800  6.84

計 －  589,800  －  589,800  6.84

２【株価の推移】

月別 
平成22年 
４月 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円）  420  491  423  455  474  450  478  455  435

最低（円）  381  372  385  383  416  411  430  420  400

３【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期

間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期

連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日

から平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

   当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日か

ら平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３

四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任

監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。 

  

第５【経理の状況】

2011/02/15 18:06:4410704694_第３四半期報告書_20110215180632

- 9 -



１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 813,709 758,842

受取手形及び売掛金 ※2  2,983,373 2,991,754

有価証券 561,005 1,410,787

金銭の信託 1,550,000 750,000

商品及び製品 1,143,968 1,068,493

仕掛品 336,593 385,468

原材料及び貯蔵品 511,076 452,192

繰延税金資産 62,378 84,158

その他 157,861 73,711

貸倒引当金 △2,670 △2,503

流動資産合計 8,117,297 7,972,906

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,132,122 1,209,035

機械装置及び運搬具（純額） 569,887 747,318

土地 1,146,675 1,146,717

建設仮勘定 34,919 30,392

その他（純額） 76,613 85,995

有形固定資産合計 ※1  2,960,218 ※1  3,219,460

無形固定資産 5,055 6,012

投資その他の資産   

投資有価証券 896,377 869,882

関係会社長期貸付金 110,700 111,100

繰延税金資産 95,924 82,520

その他 192,736 209,841

貸倒引当金 △600 △600

投資その他の資産合計 1,295,138 1,272,745

固定資産合計 4,260,412 4,498,217

資産合計 12,377,709 12,471,123
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,338,584 1,097,594

短期借入金 1,204,177 1,374,864

未払法人税等 87,760 51,539

賞与引当金 64,682 92,401

その他 502,673 409,639

流動負債合計 3,197,878 3,026,038

固定負債   

長期借入金 253,492 511,976

退職給付引当金 242,259 225,885

役員退職慰労引当金 54,729 55,329

負ののれん 131,762 162,168

その他 61,128 89,602

固定負債合計 743,370 1,044,961

負債合計 3,941,249 4,071,000

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,757,500 1,757,500

資本剰余金 1,947,850 1,947,850

利益剰余金 5,104,144 4,953,132

自己株式 △243,450 △243,328

株主資本合計 8,566,043 8,415,154

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △50,953 10,740

為替換算調整勘定 △78,630 △25,772

評価・換算差額等合計 △129,583 △15,031

純資産合計 8,436,460 8,400,122

負債純資産合計 12,377,709 12,471,123
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 6,119,946 7,348,176

売上原価 5,080,901 5,852,570

売上総利益 1,039,045 1,495,606

販売費及び一般管理費 ※1  1,148,369 ※1  1,216,128

営業利益又は営業損失（△） △109,323 279,478

営業外収益   

受取利息 5,195 3,657

受取配当金 14,489 14,061

有価証券売却益 1,088 －

負ののれん償却額 30,406 30,406

受取ロイヤリティー 30,094 35,310

助成金収入 15,203 －

その他 18,908 29,748

営業外収益合計 115,385 113,185

営業外費用   

支払利息 22,428 22,228

為替差損 10,592 33,906

その他 5,247 4,115

営業外費用合計 38,268 60,250

経常利益又は経常損失（△） △32,205 332,413

特別利益   

前期損益修正益 ※2  12,636 －

固定資産売却益 21 733

投資有価証券売却益 5,499 2,670

その他 1,022 644

特別利益合計 19,179 4,048

特別損失   

固定資産除却損 5,268 3,488

固定資産売却損 1,402 －

投資有価証券評価損 3,018 489

ゴルフ会員権評価損 648 －

その他 600 85

特別損失合計 10,937 4,062

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△23,964 332,399

法人税、住民税及び事業税 8,967 105,000

法人税等調整額 △23,042 15,868

法人税等合計 △14,074 120,869

四半期純利益又は四半期純損失（△） △9,889 211,530
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【第３四半期連結会計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成22年10月１日 

 至 平成22年12月31日) 

売上高 2,085,454 2,596,563

売上原価 1,704,920 2,016,649

売上総利益 380,533 579,914

販売費及び一般管理費 ※1  380,224 ※1  400,314

営業利益 308 179,599

営業外収益   

受取利息 1,483 1,056

受取配当金 6,851 6,796

有価証券売却益 516 －

負ののれん償却額 11,474 10,135

受取ロイヤリティー 8,843 8,751

その他 6,826 9,432

営業外収益合計 35,996 36,172

営業外費用   

支払利息 9,070 7,277

為替差損 10,519 8,892

その他 2,606 150

営業外費用合計 22,196 16,320

経常利益 14,108 199,451

特別利益   

固定資産売却益 21 －

投資有価証券売却益 560 1,179

投資有価証券評価損戻入益 － 575

その他 － 98

特別利益合計 581 1,853

特別損失   

固定資産除却損 3,296 2,184

固定資産売却損 1,402 －

投資有価証券評価損 3,018 －

特別損失合計 7,717 2,184

税金等調整前四半期純利益 6,973 199,120

法人税、住民税及び事業税 1,943 41,468

法人税等調整額 △12,134 38,326

法人税等合計 △10,190 79,794

四半期純利益 17,164 119,326
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△23,964 332,399

減価償却費 371,627 281,629

負ののれん償却額 △30,406 △30,406

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9,100 △600

賞与引当金の増減額（△は減少） △36,930 △27,718

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,736 16,373

受取利息及び受取配当金 △19,684 △17,719

支払利息 22,428 22,228

有形固定資産除売却損益（△は益） 6,649 2,754

投資有価証券売却損益（△は益） △5,499 △2,670

売上債権の増減額（△は増加） △227,806 △580

たな卸資産の増減額（△は増加） △37,091 △102,172

仕入債務の増減額（△は減少） 426,712 243,380

その他 △55,119 7,824

小計 385,552 724,721

利息及び配当金の受取額 19,677 17,510

利息の支払額 △22,437 △22,265

法人税等の支払額 △19,736 △63,932

営業活動によるキャッシュ・フロー 363,055 656,033

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △126,335 △357,028

定期預金の払戻による収入 114,828 205,760

有価証券の売却による収入 － 450,000

金銭の信託の取得による支出 － △1,950,000

金銭の信託の解約による収入 － 1,150,000

有形固定資産の取得による支出 △285,823 △56,767

投資有価証券の取得による支出 △26,044 △118,288

投資有価証券の売却による収入 38,719 25,447

子会社株式の取得による収入 225,440 －

貸付金の回収による収入 3,100 400

その他 1,777 775

投資活動によるキャッシュ・フロー △54,337 △649,701

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 145,618 △240,926

長期借入れによる収入 300,000 －

長期借入金の返済による支出 △157,716 △188,244

自己株式の取得による支出 △176 △122

配当金の支払額 △40,178 △60,263

財務活動によるキャッシュ・フロー 247,547 △489,556

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △12,824

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 556,265 △496,049

現金及び現金同等物の期首残高 1,877,496 1,881,134

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  2,433,762 ※  1,385,084
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  該当事項はありません。 

   

    

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日） 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書） 

 前第３四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しており

ました「有価証券の売却による収入」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することと

しました。なお、前第３四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「有

価証券の売却による収入」は11,204千円であります。 

【簡便な会計処理】

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

【追加情報】
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末 
（平成22年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成22年３月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

                                  千円  10,963,732

※１ 有形固定資産の減価償却累計額 

                                  千円  10,747,780

※２ 期末日満期手形 

  四半期連結会計期間末日の満期手形の会計処理に

ついては、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。  

  なお、当第３四半期連結会計期間の末日が金融機

関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日の満期手形が、当第３四半期連結会計期間末残高

に含まれております。 

  受取手形               千円 21,908

────── 

  

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日） 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

給料及び賞与 340,929千円 

賞与引当金繰入額 20,433  

退職給付費用 14,024  

給料及び賞与 357,776千円 

賞与引当金繰入額 20,049  

退職給付費用 13,143  

※２  前期損益修正益のうち主なものは次のとおりであり

  ます。 

────── 

過年度固定資産税還付金 8,233千円 

過年度受取ロイヤリティー 4,403  

  

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成22年10月１日 
至 平成22年12月31日） 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。 

給料及び賞与 138,181千円 

賞与引当金繰入額 20,433  

退職給付費用 4,700  

給料及び賞与 144,498千円 

賞与引当金繰入額 20,049  

退職給付費用 4,381  
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 当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至

 平成22年12月31日） 

  

１．発行済株式の種類及び総数 

  

２．自己株式の種類及び株式数 

  

３．新株予約権等に関する事項 

 該当事項はありません。 

  

４．配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

  

５．株主資本の金額の著しい変動 

 該当事項はありません。  

   

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日） 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成21年12月31日現在） （平成22年12月31日現在）

  （千円）

現金及び預金勘定 691,276

金銭の信託            600,000

有価証券勘定に計上している 
ＭＭＦ等 330,902

有価証券勘定に計上している 
譲渡性預金 950,000

預入期間が３か月を超える定期預金 △137,066

現金同等物に含めないその他預金 △1,350

現金及び現金同等物 2,433,762    

  （千円）

現金及び預金勘定 813,709

金銭の信託勘定           1,550,000

有価証券勘定 561,005

小計 2,924,714

預入期間が３か月を超える定期預金、
譲渡性預金、金銭の信託 

△1,537,164

現金同等物に含めないその他預金 △2,465

現金及び現金同等物 1,385,084

（株主資本等関係）

普通株式      8,625千株

普通株式 590千株

  
  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（千円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月24日 

定時株主総会 
普通株式  40,175  5.0  平成22年３月31日  平成22年６月25日 利益剰余金 

平成22年11月２日 

取締役会 
普通株式  20,087  2.5  平成22年９月30日  平成22年12月６日 利益剰余金 
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前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日）  

  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日）  

 （注）１．事業区分の方法 

事業は、製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分に属する主要な製品 

  

前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間（自

平成21年４月１日 至平成21年12月31日）  

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。 

  

（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

  
ファインケ
ミカル事業
（千円） 

難燃剤事業
（千円） 

ヘルスサポ
ート事業 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結
（千円） 

売上高   

(1) 外部顧客に対する売上高 1,041,118 677,988 366,347  2,085,454  － 2,085,454

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  －  － （ ）－  －

       計  1,041,118  677,988  366,347  2,085,454 （ ）－  2,085,454

 営業利益  55,791  85,331  53,969  195,092 （ ）194,784  308

  
ファインケ
ミカル事業
（千円） 

難燃剤事業
（千円） 

ヘルスサポ
ート事業 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は 
全社 

（千円） 

連結
（千円） 

売上高   

(1) 外部顧客に対する売上高 3,251,295 1,820,751 1,047,900  6,119,946  － 6,119,946

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  －  － （ ）－  －

       計  3,251,295  1,820,751  1,047,900  6,119,946 （ ）－  6,119,946

 営業利益又は営業損失（△）  214,635  136,111  135,529  486,276 （ ）595,599  △109,323

事業区分 主要製品 

ファインケミカル事業 電子材料及び医薬品とそれらの中間体  

難燃剤事業 プラスチック用難燃剤とそれらの関連製品  

ヘルスサポート事業 人工透析液用原料及び試薬 

【所在地別セグメント情報】
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前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日 至平成21年12月31日） 

  

前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

 （注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

    ２．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

      アジア……台湾、中国、韓国 

    ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

  

１．報告セグメントの概要 

 当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間（自平

成22年10月１日 至平成22年12月31日）  

  当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは、取り扱う製品の種類別に「ファインケミカル事業」「難燃剤事業」「ヘルスサポート事業」の

３つに事業を区分し、それぞれが戦略を立案して事業活動を展開しております。これら３つの事業区分とそれらに

おける主要製品は以下のとおりです。 

  ファインケミカル事業……機能性材料及び医薬品とそれらの中間体 

  難燃剤事業…………………プラスチック用難燃剤とそれらの関連製品 

  ヘルスサポート事業………人工透析液用原料 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

  

【海外売上高】

         アジア         計 

 Ⅰ 海外売上高（千円）             294,225              294,225

 Ⅱ 連結売上高（千円）                            2,085,454

 Ⅲ 連結売上高に占める  

   海外売上高の割合（％） 
              14.1              14.1

         アジア         計 

 Ⅰ 海外売上高（千円）             953,315             953,315

 Ⅱ 連結売上高（千円）                            6,119,946

 Ⅲ 連結売上高に占める 

   海外売上高の割合（％）  
              15.6                15.6

【セグメント情報】

  （単位：千円）

  

報告セグメント

ファインケ
ミカル事業 

難燃剤事業
ヘルスサポ 
ート事業 

合計

売上高         

外部顧客への売上高  4,082,745  2,374,903  890,526  7,348,176

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 －  －  －  －

計  4,082,745  2,374,903  890,526  7,348,176

セグメント利益  486,349  284,499  117,904  888,753
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 当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日） 

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容 

 （差異調整に関する事項） 

  当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

  

  当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日） 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない当社管理部門に係る費用等であります。  

  

（追加情報） 

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年

３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20

年３月21日）を適用しております。 

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント

ファインケ
ミカル事業 

難燃剤事業
ヘルスサポ 
ート事業 

合計

売上高         

外部顧客への売上高  1,490,817  794,459  311,286  2,596,563

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
 －  －  －  －

計  1,490,817  794,459  311,286  2,596,563

セグメント利益  238,725  108,637  41,131  388,494

  （単位：千円）

利益  金額 

報告セグメント計  

全社費用（注）  

  

  

888,753

△609,275

四半期連結損益計算書の営業利益    279,478

  （単位：千円）

利益  金額 

報告セグメント計  

全社費用（注）  

  

  

388,494

△208,895

四半期連結損益計算書の営業利益    179,599
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当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）  

 当第３四半期連結会計期間末において、四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動がないため、記載しておりません。  

  

  

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）  

 当第３四半期連結会計期間末において、四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動がないため、記載しておりません。 

  

   

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日） 

 当第３四半期連結会計期間末において、取引の契約額その他の金額に前連結会計年度の末日に比べて著しい変動

がないため、記載しておりません。  

  

  

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）   

 該当事項はありません。 

  

  

当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日）   

該当事項はありません。 

  

  

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日） 

該当事項はありません。   

  

  

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）  

 当第３四半期連結会計期間末において、四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比

べて著しい変動がないため、記載しておりません。  

（金融商品関係）

（有価証券関係）

（デリバティブ取引関係）

（ストック・オプション等関係）

（企業結合等関係）

（資産除去債務関係）

（賃貸等不動産関係）
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１．１株当たり純資産額 

  

２．１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失金額等 

（注） １株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。  

  

（注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

（１株当たり情報）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成22年３月31日） 

１株当たり純資産額 1,049.98円 １株当たり純資産額 1,045.42円

前第３四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日） 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、１株当たり四半期純損失であり、また潜

在株式が存在しないため記載しておりません。 

１株当たり四半期純損失金額（△） △1.23円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

１株当たり四半期純利益金額 26.33円

  
前第３四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり

四半期純損失金額 
    

四半期純利益又は四半期純損失（△） 

（千円） 
 △9,889  211,530

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純

損失（△）（千円） 
 △9,889  211,530

期中平均株式数（株）  8,035,503  8,035,119

前第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成22年10月１日 
至 平成22年12月31日） 

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

１株当たり四半期純利益金額 2.14円

 なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

１株当たり四半期純利益金額 14.85円

  
前第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

当第３四半期会計期間
（自 平成22年10月１日 
至 平成22年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額     

四半期純利益（千円）  17,164  119,326

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（千円）  17,164  119,326

期中平均株式数（株）  8,035,411  8,035,029
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 該当事項はありません。  

  

 当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日 至平成22年12月31日） 

 当社グループでは、リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につい

て、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当第３四半期連結会計期間にお

いては、当該リース取引残高について、著しい変動は認められず、記載しておりません。  

  

 平成22年11月２日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

 （イ）中間配当による配当金の総額……………………………………………20,087千円 

 （ロ）１株当たりの金額…………………………………………………………2.5円 

 （ハ）支払請求権の効力発生日及び支払開始日………………………………平成22年12月６日 

  （注）平成22年９月30日現在の株主名簿に記録された株主に対し、支払いを行っております。  

  

（重要な後発事象）

（リース取引関係）

２【その他】
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 該当事項はありません。  

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成22年２月８日

マナック株式会社 

取締役会 御中 

有限責任監査法人トーマツ 

  
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 世良 敏昭   印 

  
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 家元 清文   印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマナック株式会

社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成

21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マナック株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成23年２月８日

マナック株式会社 

取締役会 御中 

有限責任監査法人トーマツ 

  
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 世良 敏昭   印 

  
指定有限責任社員 

業務執行社員 
  公認会計士 家元 清文   印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているマナック株式会

社の平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成

22年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、マナック株式会社及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

  

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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